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3.研究概要 

背景 

メタボリック症候群が無症候性脳梗塞と関連していることは、すでに本施設の

脳ドック研究からも明らかになっている 1)。しかし、メタボリック症候群と脳微

小出血(CMB)が関連しているかについてはまだ明らかではない。特にアジア人で

の報告はない。そこでメタボリック症候群と CMB の関連について、脳ドックコ

ホートの長期縦断的観察により検討をおこなった。 

方法 

本研究は前向きコホート研究で、対象は 2000 年 1 月から 2016 年 12 月の間にヘ

ルスサイエンスセンター島根で脳ドックを受診した 4,552 名のうち、頭部 MRI

のフォローアップを実施した 839 名である。対象者のうち T2*強調画像を撮像で

きなかった 150 名、メタボリック症候群の評価項目に欠損があった 3 名、生活習

慣の情報が得られなかった 2 名を除外した。この結果、684 名（男性 383 名、女

性 301 名、平均年齢 61.7±8.3 歳（32〜87 歳））の対象者について解析を行った

（図１）。２回以上の受診者に関しては、初回と最終の受診データを用いた。 

 メタボリック症候群の基準は、the National Cholesterol Education Program Adult 

Treatment Panel III を日本人用に修正したものを用いた 2)。腹囲に関しては測定が

行われていなかったので BMI で代用し、男性は 25 kg/m2 以上、女性は 29 kg/m2

以上を基準とした。 

脳画像は 1.5T MRI 装置で測定し、T2*強調画像において径が 2〜10mm の円形



で均一な低信号を CMB と判定した。出現場所により、脳葉型（大脳灰白質およ

び皮質直下白質）、深部型（深部白質、基底核、視床、脳梁、内包）、及びテント

下型（脳幹、小脳）に分類した。２回目の CMB が１回目に比し、１つでも増加

した場合に新たな出現と判定した。 

図１：対象選択の流れ図 

 

結果 

 684 名のベースラインデータを表１に示す。メタボリック症候群は 7.5%に認

められ、男性の方が多かった(P<.0001)。メタボリック症候群では喫煙および飲酒

が有意に多かった(P<0.03, P<0.008)。CMB は全対象者のうち 41 名(6.0%)に認め

られた。CMB の存在部位は、38 名(92.7%)は深部型またはテント下型であった。

純粋に脳葉型は 3 名(7.3 %)のみであった。CBM を有する人は有しない人に比べ

て、有意にメタボリック症候群が高率であった（13.7% vs 5.4%, P=0.03）。そして

深部型あるいはテント下型が多い傾向を示した（11.8% vs 5.1%, P=0.055）。 

 MRIのフォローアップによる検討で、49 名で新たに CMB が出現していた（平

均観察期間=6.5±3.4 年）。そのうち 36 名は深部型またはテント下型として出現

しており、13 名は脳葉型として新たに出現した。表２にメタボリック症候群の

あるときに新たに CMB が出現するリスク（オッズ比）を示している。単変量の

ロジスティック解析では、メタボリック症候群は深部型またはテント下型の

CMB の出現と関連が認められた。さらに観察期間、年齢、性、喫煙、飲酒を交

絡因子として多変量ロジスティック解析を行った所、メタボリック症候群は深

部型またはテント下型 CMB の出現と有意の関連性が認められ、オッズ比は 4.03

であった。一方、脳葉型 CMB の出現に関しては、メタボリック症候群とは関連

性を認めなかった。 

 次にメタボリック症候群の要素と CMB 出現の関連について検討した。単変量



ロジスティック解析では、肥満、高血圧、空腹時高血糖がそれぞれ深部型または

テント下型 CMB の出現と関連性が認められた。多変量ロジスティック解析では

肥満と高血圧が深部型またはテント下型 CMB の出現に独立して関与していた

（オッズ比はそれぞれ 2.45、5.16）。さらにメタボリック症候群の要素が増加す

るに伴って CMB 出現のリスクは増大し、3 つあるいはそれ以上の要素を有する

場合には、全く有さない人に比較して 14.1 倍の CMB 出現リスクが上昇した。 

表 1 メタボリック症候群の有無による対象者のベースラインデータの比較 

 

 

表２ メタボリック症候群とその要素が CMB 出現に及ぼす影響 

 



考案 

 今回の検討で、メタボリック症候群を有することより、深部型またはテント下

型 CMB の出現リスクが 4.03 倍に増加することが明らかとなった。これはアジ

ア人種での最初の報告である。欧米人では加齢が最も高い因子である事を考慮

すると、人種差が認められる。CMB は脳内出血の強い危険因子である事が知ら

れており、高血圧に加え肥満のコントロールも重要である事をしめしている。我

が国では脳内出血の頻度が高く、今回得られた知見はその予防を考える上で重

要である。欧米からの報告では肥満は CMB のリスクではなく、今回の結果とは

異なっている 3)。肥満がどのようなメカニズムで CMB のリスクになるのか、さ

らに人種差の理由について、今後さらに検討が必要と考えられる。 
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